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■市花 さつき 
市町類型 ２－２ R2 年国調人口 ９４，０３３人 

財政力指数（R 元～R3 平均） ０．７１３ 
住民基本台帳 

（R4.3.31） 

人口 ９５，１１７人 

職員数（R4.4.1） ８６１人 世帯数 ４０，１９７世帯 

職員 1人当り人口 １０９人 面積（㎢） ４９０．６４ 
 

■市木 杉 

■市鳥 指定なし 

■沿革 

 鹿沼の歴史は 1 万数千年前の旧石器時代にまで遡ることができるが、奈良時代に日光を開山した勝道上人の修行

の地として、日光山と深い関わりを持つようになった。近世に入ると、日光西街道、例幣使街道の宿駅として発達し、大

正から昭和にかけては木材と麻の生産地として繁栄した。 

  1948 年（昭和 23 年）に市制を施行し、1954 年（昭和 29 年）に 1 市７か村が合併、1955 年（昭和 30 年）には 2 か村

を編入、さらに、平成 18 年 1 月 1日に粟野町と合併し、現在の「鹿沼市」が誕生した。 

■地勢 

市の南東部は平野が広がり、美しい田園風景と調和のとれた市街地が形成されている。一方、市の西北部は山林

で覆われ、市の面積の約 7 割を占めている。また、奥深い山々を源として、大芦川、荒井川、南摩川、粟野川、思川、

永野川が流れ、日光方面からは黒川が流れている。これらにより、山と高原、清流と渓谷という特色ある美しい景観が

形成されている。 

■観光 

 鹿沼は大きく分けて二つの特徴を持つ。 

 一つは豊かな自然環境。標高 150m から 1,500m までに広がる市域は、四季の変化に富み、また前日光高原を水源

とする幾筋もの川はそのすべてが清流として知られている。高原は一年を通じて登山者で賑わい、清流には太公望が

集う。自然環境を活かしてほぼ全域で農業が盛んであり、質の高い農産物は首都圏で人気を得ている。 

 もう一つは歴史と文化。平成２８年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録された「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」、国

から重要無形民俗文化財に指定された同行事及び「発光路の強飯式」をはじめとするたくさんの伝統文化が残り、歴

史の奥深さを見せている。このような背景は産業にも反映されており、古くから木工業や麻の生産が盛んである。 

 近年は路地裏カフェの人気や、地域おこし協力隊員をはじめとした若者による起業・出店が増えたこともあり、若年層

の来訪が多くなっている。 

■産業 

農業：本市は北緯 36度と国内（同 20～46 度）の中間に位置しており、また、海抜 79ｍ～1,526ｍと標高差が大きいな 

どの地形的条件に加え、気象などの様々な条件により、多くの品目が生産可能である。特に、全県的に力を入

れている園芸特産分野に強みを持ち、その中でも、いちごは東京都の大田市場で建値となるなど、市場から品

質を高く評価されている。 
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工業：豊富な山林資源を背景に古くから林業や木工業が盛んで、近代以降は特に建具業が盛況となり「木工のまち 

    鹿沼」が形成された。そのほか、現在では、自動車・医療機器などの機械金属加工業や、鹿沼土・さつきを中心 

とする園芸産業など、幅広いものづくりのまちとして発展している。 

商業：江戸時代に日光道中壬生通り・日光例幣使街道が整備され、宿場町を中心に多彩な商業が展開したが、高度 

経済成長期以降は産業構造の変化や郊外の開発 などにより中心商店街のドーナツ化現象が見られる。 

一方で、空き店舗や路地裏の活用など、若い世代による起業やリノベーションの動きも盛んである。 

■その他特徴のある事項 

  鹿沼市では平成２８年１１月に「いちご市」宣言をし、「いちごいちえ」をキャッチコピーに、本市のいちごの高い品質

とブランドイメージを活用した戦略的ＰＲにより、本市の素晴らしい地域資源の知名度を向上させている。 

■施政方針 

 令和４年度から令和８年度までを計画期間とする第８次鹿沼市総合計画を策定した。政策の柱を7本設定し、政策ご

との取組を進めつつ、地域課題が複雑化していることを踏まえ、政策横断的な取組も進める。また、加速する人口減少

など、市を取り巻く環境は厳しい状況にあるが、新たな総合計画のもと、市民の皆さんとの協働・共創によるまちづくり

を一層進め、引き続き「やさしいまち」の実現を目指す。 

 

■重要事業 

事業名 予算額（千円） 事業の概要 

子育て環境の充実 20,264 
子どもの居場所づくりや貧困対策など、ニーズに即

した子どものセーフティネットづくりを図る。 

新産業団地の整備  266,998 
雇用創出や定住促進を目的に、さつきロード周辺

地域への新産業団地の整備を進める。 

水源地域の振興 250,880 
南摩ダムの建設に伴い、地域活性化や交流の場、

雇用の創出を目的に、拠点施設の整備を行う。 

JR 鹿沼駅東側の整備 247,261 
ＪＲ鹿沼駅周辺の利便性を強化し、安全で快適な

都市基盤の整備を行う。 

地域のチカラ協働事業 100,000 
地域の創意工夫による自主的な地域づくりを支援

する。 
 

■地域指定の状況について 

・ 都市開発区域（一部）  

・ 振興山村地域（一部）  

・ 辺地地域（一部）  

・ 工業再配置地域  

・ 特定農山村地域 


